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【しょうぼうだんいんとは】
　しょうぼうだんいんとは、しごとをもちながら、じもとをあいするきもちから、まちのしょうぼうだんに入り、かじやさいがい
がおきたときに、まちをまもってくれる「ちいきのヒーロー」です。しょうぼうだんいんのやくわりは、まちにとってとてもたい
せつなもので、つぎのようなとくちょうがあります。

　しょうぼうだんいんのはたらきは、はんしん・あわじだいしんさいや
ひがし日本だいしんさいでもよく知られていますが、あたらしいほう
りつでもしょうぼうだんいんは、まちにとってかけがえのない人たち
だとみとめられました。

【おおつししょうぼうだん】
　おおつししょうぼうだんは、いまいしょうぼうだんちょうと1,215名の
だんいんで、ひるもよるもなくまちのあんぜんをまもっています。
　ちがごろでは、おおつしでも大雨によるさいがいが、まいとしのよう
におきています。とくに、へいせい２４年のなんぶごううさいがいや
へいせい２５年のたいふう１８号では、川があふれたり、たくさんの
雨水が土や石といっしょにながれていえに入ったりしました。しょう
ぼうだんの人たちは、まちの人たちのいのちをまもるためにひなん
ゆうどうをしたり、土のうなどをつかっていえに雨水が入らないよう
にしました。
　このことがみとめられて、そうりだいじんからひょうしょうされまし
た。

おおつししょうぼうだんのしくみ
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ぶ【しょうぼうだんちいきぼうさいしどういん】
　おおつししょうぼうだんでは、へいせい２５年どから、せんもんてき
でとくべつなくんれんをして、「ちいきぼうさいしどういん」と名づけ
て、いま549人がまちの人たちのせんとうに立って、ちいきのあんし
んとあんぜんをまもるためにはたらいています。
　「ちいきぼうさいしどういん」は、オレンジいろのわんしょうをつけて
います。

ちいきとのつながりがふかい
　しょうぼうだんいんは、まちにすんでいる人ばかりなので、まちのことにく
わしく、いろんなことをよく知っています。
すぐにこうどうできる
　しょうぼうだんいんは、くんれんをうけているので、さいがいがおきたと
き、すぐにこうどうできます。
たくさんのにんずうでこうどうできる
　しょうぼうだんいんは、ぜんこくでやく80まん人もいるので、大きなさい
がいがおきたときでも、たくさんのにんずうでこうどうすることができます。
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 おおつししょうぼうだん

〈にんずう〉　1,215人

〈だんちょう〉
                 いまい としひろ

〈しょうぼうしゃ〉
・ふつうポンプじどうしゃ
　　　　　　　　　　35だい
・こがたポンプせきさいしゃ
　　　　　　　　　　32だい
・こがたポンプ
　　　　　　　　　　57だい

　　　れいわ４年４月1日げんざい
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おおつししょうぼうだん

～ちいきのあんしんとあんぜんをまもるために～


